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「初等中等教育段階のSINET活用実証研究事業」成果報告会 説明資料様式

愛知県岡崎市の取組結果

（教育的効果の発表）

令和４年３月８日

岡崎市教育委員会教育政策課
GIGAスクール戦略係
係⾧ 川本 祐二



‐ 2 ‐

取組概要

実証校・接続校について ICT環境について（1校あたり）

学校名 対象学年・学級・児童生徒数 取組

市内中学校 3学年・200クラス・計7100人 取組①

市内小学校 5・6学年・232クラス・計7400人 取組①

竜海中学校 3学年・30クラス・計965人 技術的効果の検証

常磐東小学校 6学年・8クラス・計49人 技術的効果の検証

取組の概要

項目 内容

児童生徒端末
（OS含む）

・iPad（GIGAスクール１人１台端末）
・WindowsデスクトップPC（パソコン教室）

利用ソフト等 まなびポケット、スクールタクト、コラボノートEX、
タブレットドリル、WEBQU、その他のiPad用アプリ

SINET接続前
の接続

1Gbpsベストエフォート型×1本
1Gbps帯域保証型（CATV）×1本

集約拠点－
SINET接続 10Gbps帯域保証型×1本

学校－集約拠
点接続 「インターネット接続構成」参照

取組① オンライン・サイエンスセミナー

実施教科等及びその授業時数

学校名 学年・学級 実施教科等 時数 接続先 利用ｿﾌﾄｳｪｱ 備考

市内中学校 1～3学年 オンライン・サイエンスセミナー 1～2 自然科学研究機構 Teams、Mentimeter、Forms、Web、他

市内小学校 5・6学年 オンライン・サイエンスセミナー 1～2 自然科学研究機構 Teams、Mentimeter、Forms、Web、他

※上記を含む計67校、端末数約36,300台をSINETに接続
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取組の背景・目的等について

１ SINET接続が必要な背景（地域や学校の現状・課題）
① 本市は、人口約38万人の中核市で、小学校47校、中学校20校、約3万3千人の児童生徒
が学んでいる。

② 令和2年度8月～12月にかけGIGAスクール構想の1人1台タブレット端末（iPad）を整備し、
利用開始から約1年が経過して、日常的な活用が定着しつつある。

③ 特に、Microsoft Teamsや授業支援ソフトは、毎時間、出番がある状況で、インターネットや
教育クラウド（SaaS）の利用を前提とした授業が展開されている。

④ 本市はセンター集約型のイントラネット（1Gbps）であり、外部との接続回線の強靭化に取り
組んできた。GIGAスクール環境の本格稼働とともに、さらなる安定化を必要としている。

２ SINET接続を実施する目的
① GIGAスクール環境での学びが停滞することのないように外部回線を高速大容量化し、1人1台
端末での持続可能で円滑な学習環境を実現する。

② 自然科学研究機構や愛知教育大学等の高等教育機関と連携し、探究的な学習の機会を
拡充する。

③ 多様な学びの保障のため、臨時休業や学級閉鎖時のオンライン授業や、不登校児童生徒が
教室の枠を越えて自宅や校内フリースクールにおいてオンラインで学べる環境を実現する。

３ SINET接続によって目指す姿・ゴール（できるようになること）
「自立」「共生」「創造」をキーワードに、予測困難な社会変化に主体的に向き合い、未来を

拓き、豊かに生きていく岡崎の子供を育成する。 「岡崎市学校教育等推進計画」より

教育的効果の検証
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自然科学研究機構との連携によるオンライン・サイエンスセミナーを開催することにより、高速・
大容量の通信環境を生かした体験の場を提供し、最先端の科学にふれるとともに、子供たち
の科学への探究心を育む。

高速学術ネットワークであるSINETのメリットを最大限に生かし、視聴・クイズ・質問等の
双方向型コミュニケーションを取り入れた大規模同時開催のオンライン出前授業とする。

日時 講座内容 対象
第
１
回

令和３年
１１月９日（火）

基礎生物学研究所
阿形清和 所⾧
「切っても切ってもプラナリア」（再生生物）

全中学校
約2,400名

第
２
回

令和３年
１２月７日（火）

生理学研究所
北城圭一 教授
「脳の中にはリズムがある?」（同期現象）

小学校高学年
約2,600名

第
３
回

令和４年
１月２５日（火）

国立天文台、アストロバイオロジーセンター
日下部展彦氏、衣笠建三氏
「宇宙に生命はあるか?」（地球外生命）

中学校
小学校高学年
約8,000名

第
４
回

令和４年
２月７日（月）

ノーベル化学賞受賞 吉野彰 博士
オンライン・サイエンス講演会

中学校
小学校高学年
約5,000名

目的

方針

計画

自然科学研究機構(NINS)との連携によるオンライン・サイエンスセミナーの実施

取組①「オンライン・サイエンスセミナー」について 教育的効果の検証
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SINETの強みを生かした大規模開催の実施形態・配信体制
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双方向性を生かした参加型セミナー クイズ・質問・アンケート等

①セミナー後のアンケート（Formsを使用）で児童生徒の意識や学びの様子を調査する。
②理科主任会と連携し、児童生徒の理科学習としての効果をヒアリングし、まとめる。

検証方法
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取組①「オンライン・サイエンスセミナー」開催結果 教育的効果の検証

日時 講座内容 対象 授業場面

第
１
回

令和３年
１１月９日（火）

基礎生物学研究所
阿形清和 所⾧
「切っても切ってもプラナリア」
（再生生物）

全中学校
約2,400名

第
２
回

令和３年
１２月７日（火）

生理学研究所
北城圭一 教授
「脳の中にはリズムがある?」
（同期現象）

小学校高学年
約2,600名

第
３
回

令和４年
１月２５日（火）

国立天文台 野辺山天文台
アストロバイオロジーセンター
日下部展彦氏、衣笠建三氏
「宇宙に生命はあるか?」
（地球外生命）

中学校
小学校高学年
約8,000名

第
４
回

令和４年
２月７日（月）

ノーベル化学賞受賞
吉野彰 博士
オンライン・サイエンス講演会

中学校
小学校高学年
約5,000名
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第１回 「切っても切ってもプラナリア」（阿形清和所⾧） 授業の様子

各自の端末でFormsのアンケートに答える

他校の代表生徒が質問をする様子を共有する

プラナリアが再生する貴重な映像を視聴する

興味深く阿形所⾧の説明を聞く生徒
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第１回 「切っても切ってもプラナリア」 授業後のアンケート結果

今回のサイエンスセミナーに
ついて、どのように感じましたか

とても
おもしろかった

ふつう

765（48%）

640（40%）

175（11%）

30（1%）

おもしろかった

オンラインで行われたことに
ついて、どのように感じましたか

とても実感のある
学びができた

あまり実感のある
学びはできなかった

実感のある学びはできなかった

604（38%）

841（52%）

147（9%）

18（1%）

実感のある
学びができた

おもしろくなかった

肯定的な意見が88% 肯定的な意見が90%

今まで科学に対して
興味がありましたか

今回、科学に対して興味
を深めることができましたか

とても興味があった

興味があった

あまり興味が
なかった

興味がなかった

313（19%）

592（37%）564（35%）

141（9%）

とても興味を深める
ことができた

あまり興味が
深まらなかった

興味が深まらなかった

444（28%）

1015（63%）

123（8%）

28（1%）

興味を深める
ことができた

肯定的な意見が56%から91%へ

・こんなことは滅多に教えてもらうことができ
ないので、とても貴重な体験になって、とて
も嬉しかったです。面白かったです。

・とても楽しく勉強ができて、勉強が苦手な私
でも興味を持って勉強できました。

・どんなに日常に関係のなさそうな研究でも、
人類の未来につながることもあるのだなと、
とても驚きを感じました。

・今日の話を聞いて将来の医療が楽しみになり
ました。

・生物は結構苦手としていて、あまり興味は無
かったんですけど、やっぱりいろんな研究成
果を聞いてみると「生物も面白いな」と思え
るようになりました。

＜主な感想＞
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第２回 「脳の中にはリズムがある?」（北城圭一教授） 授業の様子

将来、科学者（研究者）になるとしたら、どんな研究を
してみたいですか（ワードクラウド機能での集約）

興味深く北城教授の説明を聞く生徒
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第２回 「脳の中にはリズムがある?」 授業後のアンケート結果（１）

40%

36%

20%

2%

2%

とてもおもしろかった

おもしろかった

ふつう

あまりおもしろくなかった

おもしろくなかった

31%

39%

22%

6%
2%

とてもわかりやすかった

わかりやすかった

ふつう

ややわかりにくかった

わかりにくかった

35%

50%

13%
2%

ぜひ受けたい

機会があれば受けたい

どちらともいえない

思わない

44%

47%

8%
1% とても実感のある学びができた

やや実感のある学びができた

あまり実感のある学びはできな

かった

ほとんど実感のある学びはでき

なかった

今回のサイエンスセミナーについて、どのように感じましたか 今回のサイエンスセミナーはわかりやすかったですか

また今回のような授業を受けたいと思いますか オンラインで行われたことについて、どのように感じましたか
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・質問コーナーで自分の小学校の子が当たってビックリしました。クイズは、とても楽しかったです。
・研究者の皆さんはあこがれの存在で、気になったことや不思議に思ったことは自分で調べて新しいことを
どんどん知っていきたいと思いました。
・メトロノームの実験はとても面白く、驚きました。機械のネットワークだけでなく脳の中にもネットワー
クがあることを知りました。
・カエルの鳴き声が同期現象に含まれる理由がメトロノームの実験と関連していてとてもよくわかりました。
・三つのメトロノームを揺れる板の上にのせてバラバラに音を鳴らすと音がだんだんそろうというところで
は何で音が揃うんだろうと興味を持ったりしてとて も面白く感じ、印象に残りました。
・二枚の絵が動いているだけなのに上下したり、左右に動いたり色々見え方が変わっていったのが面白くて
とても印象に残っているので家族に教えてあげたいと思いました。
・脳の中にもリズムがあり、ネットワークをつなげていることが分かりました。
・脳しんとうの患者さんのリハビリなどを機械でお手伝いできることがびっくりしました。病気になっても
治ることが分かったのでよかったです。
・点の動きが変わって見えるのは目の錯覚だけじゃなくて、脳も関係していることを初めて知りました。

＜主な感想＞

27.9%

17.6%

54.8%

37.7%

14.8%

36.0%

2.5%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても興味を深めることができた

興味を深めることができた

あまり興味を深めることはできなかった

興味を深めることはできなかった

第２回 「脳の中にはリズムがある?」 授業後のアンケート結果（２）

科学に対する興味関心
の変容

セミナー前

セミナー後

肯定的な意見が55%から83%へ
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第３回 「宇宙に生命はあるか?」 実施形態・配信体制

国立天文台アストロバイオロジーセンターの日下部展彦さん
から地球外生命の可能性について教わる

野辺山天文台と中継でつないで、衣笠建三さんから45m
電波望遠鏡を紹介していただく

国立天文台・アストロバイオロジーセンター

野辺山天文台・45m電波望遠鏡岡崎市総合学習センター

各学校・教室

総合学習センターで司会進行をするとともに、画面切替
などのプロデューサー機能を担う
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第３回 「宇宙に生命はあるか?」 参加型の実施状況
Mentimeterでの質問集計
（ワードクラウド機能）
回答数 19,164件
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第３回 「宇宙に生命はあるか? 」 授業後のアンケート結果

科学に対する興味関心
の変容

26.5%

19.0%

56.7%

34.6%

13.7%

35.9%

3.1%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても興味を深めることができた

興味を深めることができた

あまり興味を深めることはできなかった

興味を深めることはできなかった

セミナー前

セミナー後

肯定的な意見が54%から83%へ

183

1412

203

2108

588

2274

4.6%

35.3%

5.1%

52.7%

14.7%

56.9%

0 500 1000 1500 2000 2500

トラブルなく、簡単に解
答できた

トラブルがあって、うまく
解答できなかった

クイズがあることで、楽
しく参加できた

クイズがあっても、あまり
楽しく感じなかった

クイズがあることで、理解
が深まった
クイズがあっても、あまり
理解が深まらなかった

353

1598

329

1656

305

1344

8.8%

40.0%

8.2%

41.4%

7.6%

33.6%

0 500 1000 1500 2000

トラブルなく、簡単に質
問できた

トラブルがあって、うまく質
問できなかった

質問コーナーがあることで、
楽しく参加できた

質問コーナーがあっても、
あまり楽しく感じなかった

質問コーナーがあることで、
理解が深まった
質問コーナーがあっても、
あまり理解が深まらなかっ
た

参加型セミナーに対する感想 ①クイズ 参加型セミナーに対する感想 ②質問コーナー
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まとめ
◆SINETを活用した大規模オンライン開催における成果について

① 従前の対面式のサイエンスセミナーに対して、「学びの実感」という面で不利ではないかと考えて
いたが、アンケート結果からは、いずれの回も90％程度の児童生徒が「実感のある学びができた」
と答えており、内容や構成の工夫をすれば、対面式と遜色ない学びが可能であることが分かった。

② 第１回～第３回で、のべ約380学級、約13,000名の児童生徒が参加した。一度に多くの
児童生徒に価値ある学びを提供できることから、オンラインならではの優位性が明確になった。

③ 「科学に対して関心を高めることができたか」というアンケート結果からは、セミナーの前後で肯定
的な回答が、第１回では56％⇒91％ 、第２回では55％⇒83％ 、第３回では54％⇒83％
に増えた。このことから、児童生徒の科学への興味・関心を高めることができたと考えられる。

◆SINETの通信環境の評価について

① サイエンスセミナーの中で、映像の共有、Mentimeterへの同時アクセス、Formsへの同時書き
込みを行っても、トラフィックの面で頭打ちすることなく安定していたことから、SINETの高速大容量
通信が生かされていることが分かる。

② 日常的な授業においても、外部回線においてトラブルが起きることはなく、十分なキャパシティの中
で安定して利用できていた。日々、iPadのOSやアプリの定期的な通信が発生しているが、問題な
く対応できていた。

③ SINETのメリットを生かすためには、校内LAN、学校間WAN、集約拠点の機器構成等が重要で
あることが再認識された。各段階での通信環境の最適化を図ることが、円滑な利用の前提となる。
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参考資料
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「岡崎市学校教育等推進計画」（2021～2025）での位置付け
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学びの保障としてのオンライン授業 ～教室の枠を越えた学び～
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分散登校期間のハイブリッド授業（対面授業×オンライン授業）
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社会・海外とつながる交流授業のイメージ 窓口としてのSINET
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インターネット接続構成（全体） 技術面の検証

インターネット

回線終端装置

ファイア
ウォール

センターSW
回線終端装置SINET接続

ルータ

SINET
インターネット接続回線A
(1Gbps帯域保証型×1本)

インターネット接続回線B
(1Gbpsベストエフォート型×1本)

学校コアL3SW

SINET接続回線
(10Gbps帯域保証型×1本)

市外部
境界FW

市コアL3SW

センターサーバ群

総合学習
センター

A事業者回線
(10Gbps帯域保証型×1本)

学校(67校)

学校コアL3SW

LAG

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

Hサブセンタ(収容局)
(庁舎直収)

フレッツ光ネクスト
(1Gbpsベストエフォート型
×1本)

フレッツ光ネクスト
(1Gbpsベストエフォート型)

VPNルータ

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×12本)

教育相談
センター

LAG LAG LAG LAG LAG LAG

1本 1本

少年愛護
センター

Gサブセンタ
(収容局)

Fサブセンタ
(収容局)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×12本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×5本)

Eサブセンタ
(収容局)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×5本)

A電算室
(収容局)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×6本)

Bサブセンタ
(収容局)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×10本)

Dサブセンタ
(収容局)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×10本)

Cサブセンタ
(収容局)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×7本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

市庁舎

VPN網

切替

パケットフィルタ機能に加え、
以下機能を利用中です
・アンチウイルス
・アンチスパム
・IPS

バックアップ
サーバ用

ファイアウォールに接続する3本目
の回線としてSINET接続回線を追加
しました

VDI
財務会計システム
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インターネット接続構成（WAN） 技術面の検証

A電算室
(収容局)

Bサブセンタ
(収容局)

Cサブセンタ
(収容局)

Dサブセンタ
(収容局)

Eサブセンタ
(収容局)

Fサブセンタ
(収容局)

Gサブセンタ
(収容局)

学校コアスイッチ

(至)市外部境界FW(至)センターSW(至) A事業者回線
(総合学習センター)

VPNルータ

回線終端装置

Hサブセンタ
(庁舎直収)

LAG

LAG

LAG

LAG

LAG

LAG

LAG

スイッチ

学校(6校)

学校(10校)

学校(7校)

学校(10校)

学校(5校)

学校(5校)

学校(12校)

学校(12校)

スイッチ

回線終端装置
(サブセンター～学校間)

回線終端装置
(サブセンター～庁舎間)

【例】サブセンタ内構成

市庁舎
フレッツ光ネクスト

(1Gbpsベストエフォート型)

教育相談
センター

1本 1本

少年愛護
センター

VPN網

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×6本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×10本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×7本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×10本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×5本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×5本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×12本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×12本)

A事業者回線は教育系と校務系の通信
が混在しています

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)

A事業者回線
(1Gbps帯域保証型×2本)
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インターネット接続構成（学校） 技術面の検証

フロアHUB

フロアHUB

基幹HUB

職員室HUB

HUB

フロアHUB

無線AP

職員室

プリンタ

職員用PC

教室 教室

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

無線AP

教室PC

iPad

ファイアウォール

回線終端装置

学校

教室教室

教室 教室 教室

教室

L2ブロードキャスト【凡例】


